
編
集
室

　

《「
氷
の
微
笑
」
が
溶
け
た
》―

―

そ

う
表
現
し
た
新
聞
も
あ
り
ま
し
た
。
ト

リ
ノ
五
輪
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
金
メ

ダ
ル
に
輝
い
た
荒
川
静
香
さ
ん
の
演
技
で

す
。
幼
い
子
供
ま
で
背
を
そ
っ
く
り
返
し

て
「
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
」
と
叫
ぶ
愛
ら
し
い

映
像
も
い
っ
と
き
流
れ
ま
し
た
。

　

金
１
つ
。
ま
さ
に
値
千
金
だ
っ
た
の
で

す
が
、
メ
ダ
ル
に
一
歩
の
４
位
入
賞
が
じ

つ
に
５
種
目
。
日
本
選
手
陣
の
〝
４
位
現

象
〞
も
論
議
を
よ
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
本
命
」と
目
さ
れ
た
選
手
ほ
ど
も
ろ
く
、

本
番
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
た
…
…
と

い
う
の
で
す
が
、
ふ
と
、
新
春
の
、

　

「
箱
根
駅
伝
」
の
悔
し
さ

　

が
蘇
り
ま
し
た
。
思
い
も
か
け
ず
「
８

位
」
ゴ
ー
ル
は
、心
理
的
に
〝
４
位
現
象
〞

と
重
な
る
の
で
は
な
い
か
と
。　

　

「
中
大
生
よ
、
自
信
を
も
て
」
と
、
永

井
和
之
総
長
・
学
長
、
鈴
木
敏
文
理
事
長

が
「
現
代
学
生
論
」
の
な
か
で
新
入
生
、

そ
し
て
学
部
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て

い
ま
す
。
と
も
に
昨
年
末
に
就
任
、
学
生

の
前
に
は
初
登
場
で
す
。

　

パ
テ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
、
ゼ
ミ
論

文
が
賞
を
総
な
め
…
…
活
躍
す
る
中
大
生

の
記
事
も
満
載
。
新
入
生
は「
中
大
学
食
」

の
★
採
点
を
し
な
が
ら
味
読
し
て
く
だ
さ

い
。 

（
広
報
課　

田
中
紘
太
郎
）
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「“意味” は自分で作ろう！」
　テレビ局から大学という世界へ移ってすぐに、
ＦＬＰジャーナリズムプログラムというゼミを
持たされた。ＦＬＰというゼミ自体、私にとっ
ても、ゼミに集まってきた学生にとっても、曖
昧模糊とした意味不明なものであった。
　私はとりあえず１年間、ドキュメンタリー制
作の基本を教えたのだが、ジャーナリストに向
いていると感じた学生は皆無だった。私の言動
から、「自分たちは見捨てられる」と察したゼ
ミ生たちは、春休みに独自の合宿を行った。そ
こで「恋しくて、野猿」という作品が生まれた。
内容は単純なロードムービーだったが、これを
見て大爆笑してしまった。
　私は、「これなら番組ができるかもしれない」
と思った。さっそく、学生たちと「多摩探検隊」
という10分番組を制作し始めた。2004年5月か
ら多摩テレビで放送が始まり、あっという間に、
５局で放送されるようになった。そして、放送

開始から2年目を待たずして、今度は首都圏の
12のＣＡＴＶで作る「東京デジタルネットワー
ク」でデジタル放送されることになった。これ
でアナログとデジタルをあわせると合計１７局
でレギュラー放送が実現したことになる。各放
送局編成担当者の評価は「マジ面白い番組」だ
という。
　この「多摩探検隊」制作活動から多くの派生
作品が生まれ、映像・放送業界でも評価され始
めている。「地方の時代」映画祭、宝塚映画祭、
東京ビデオフェスティバルなどのコンテストで
上映、入賞。すでに大舞台でスポットライトを
浴び、「監督」と呼ばれる学生も出てきた。活
動は、新聞各紙で紹介され、ＮＨＫラジオにも
学生が出演し、制作された作品はＪＩＣＡの教
材にもなった。そして、ＮＨＫ、新聞社などに
内定が決まった学生も出てきている。
　ＦＬＰという意味不明なゼミにあつまった意
味不明な教員と学生。最近になって、「意味は
自分たちが作ればいいんだ」、ということがわ
かってきた。
　「多摩探検隊」ホームページは、こちら。　

http://www.tamatan.tv
広報委員　松野良一（総合政策学部教授）
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